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西濃農林事務所農業普及課 ［技術課長補佐］　矢島　幹之さん

　６月上旬に植えたハツシモは８月末から出穂し、９月は米粒が充実
する登熟期となります。これからの管理を適切に行い、米づくりの仕上
げを行いましょう。

●水管理
　出穂期は最も水管理が重要な時期です。出穂・開花の水分確保とカ
ドミウムの吸収抑制のため、出穂後２０日間は湛水状態を保ちましょ
う。その後は、根の活力を維持させるため間断かんがいを行い、総合
的に登熟の向上を図ります。
　落水時期の目安は収穫の７日前頃とし、田面の状態に合わせて決
めます。登熟は、葉で作ったデンプンを籾へ送り充実させることです。
早い落水は登熟不良を招きます。

●斑点米カメムシ類・イネいもち病対策
　斑点米カメムシ類の病害虫発生予察注意報が７月２９日に発表され
ています。
　斑点米カメムシ対策としては、発生状況を確認し薬剤防除を行いま
す。ラジコンヘリなどによる液剤散布は穂揃い期～傾穂期、粒剤散布
は出穂後７～１０日が基本となります。また、斑点米カメムシ類の餌と
なる水田内のヒエ類を除去します。
　穂いもち対策としては、上位葉に発生が目立ち、穂ばらみ期以降に

天候が不順な場合は、穂揃い１週間後に茎葉散布による防除を行い
ます。

●適期収穫
　１０月になると籾は黄化し、徐々
に収穫時期を迎えます。品質の良
い米にするため、適期収穫に心が
けましょう。収穫適期の目安は、青
籾の割合が１５～５％の頃です（図
参照）。
　ほ場で籾の状態を観察し、収穫
時期を判断しましょう。近年、９月以
降も高温傾向となり、登熟が進みや
すいので注意してください。刈り遅
れは、玄米の色沢低下、胴割米の
増加など品質を低下させます。

　夏の疲れが出てくる時期ともなり
ます。体調管理と安全な農作業に
努めましょう。

　病害虫の防除対策は、栽培期間を通して実施する必要はありますが、特
に定植から１０月までの生育初期に病害虫が発生すると、甚大な被害をも
たらし、大幅な減収原因となります。
　主な病害虫の防除対策は以下の通りです。

◎トマト黄化葉巻病（TYLCV）
〇発生条件
ウイルスを保毒したタバココナジラミが、トマトを吸汁することにより媒
介される。なお、保毒したタバココナジラミ類の卵による伝染はないとさ
れ、汁液伝染、種子伝染、土壌伝染もない。
〇防除対策
・ハウス内に侵入させない。施設開口部への防虫ネット展張（0.4㍉目）。
　※隙間や破れを確認し、あれば早期に塞ぐ
・施設内・外の雑草はタバココナジラミの生息場所や侵入元となるため
　早期に除去する。定植２週間前までには除草する。
・黄色粘着板を施設内に設置し、早期発見に努める。
・薬剤抵抗性の発達を防ぐため、同一系統薬剤の連用はしない。
・「栽培履歴　防除体系」「トマト黄化葉巻病・黄化病チェックシート」を
　活用する。

◎黄化病（ToCV）
〇発生条件
黄化病は、タバココナジラミ及びオンシツコナジラミに媒介される。な
お、経卵伝染、汁液伝染、土壌伝染及び種子伝染はしない。
〇防除対策
・上記の黄化葉巻病と同様の対策。

◎トマト立枯病
〇発生条件
土耕栽培では、茎の地際部からの発生が認められる。養液栽培では葉か
き跡からの発生が多く見られ、ポットの不織布や誘引クリップとの接触部
位、捻枝による傷口からの発生もある。
〇防除対策
・摘葉を行うときは、高湿度（雨天）時を避け、切れ味の良いハサミ
　（ナイフ）を使用する。
・ハサミは定期的に消毒（次亜塩素酸カルシウム）・洗浄する。
・「栽培履歴　防除体系」を参考に、灰色かび病の予防を中心に農薬
　散布を行う。
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植え付けの２週間前に苦土石灰１００㌘/㎡を施し、深さ３０㌢位までよく耕します。
１週間前には、堆肥１㌔/㎡と化成肥料（畑作名人N：P：K＝１３-１３-１３）６０㌘/㎡を施し、よく耕します。
畝幅１００㌢、高さ５～１０㌢程に畝を立てます。マルチを敷くと除草作業が楽になります。
ラッキョウの葉は細いため、株の間にも草が生えて除草に手間がかかるので、マルチングをすることにより、
除草の労力を少なくできます。
条間２０㌢、株間１０㌢、深さ３～５㌢に、ばらした種球を１～３球ずつ指で植え付けます。
芽が出た頃に、化成肥料（N：P：K＝８-８-８）を４０～５０㌘/㎡程度施します。株の周りを軽くかき混ぜ、中耕・土寄せします。マルチを敷い
た場合は、中耕・土寄せの必要はありません。
生長し始める２月頃にも、化成肥料(N：P：K＝８-８-８)を４０～５０㌘/㎡程度施し、中耕・土寄せをします。土寄せが足りないと、鱗茎が地表
に露出し緑色になります。緑の部分は、漬物にしたときに黒っぽくなって、きれいに仕上がらない場合があります。
ネギハモグリバエが発生することがありますが、防虫ネットのトンネル掛けで防ぐことができます。早期防除を心掛けましょう。
５月下旬から６月になって球が肥大し、葉がほとんど枯れた頃が収穫適期です。晴天が続いた時にクワなどで球を傷つけないように掘り
起こし、掘り上げたら葉と根を切ります。
そのまま栽培し続けると分球し、翌年に小球をたくさん収穫できます。

甘酢漬けはカレーライスの名脇役！ラッキョウ今月の
テーマ

ラッキョウの使い道は、味噌漬け・粕漬け・かき揚げなど様々で、血液をサラサラにする効果やダイエット効果もあると言わ
れています。軟白な若採り品は、エシャロットとして生食に人気です。１年で採らず、２～３年据え置き栽培すると、小粒の花
ラッキョウになります。やせ地や砂地でも育てやすいのが特徴です。
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●病気のない健全な大球を種球に使いましょう（小球種は２～３㌘、大きめのラクダ種は４～６㌘の大きさが最適）。
●連作しても問題ありません。
●植え付けの仕方によって球の大きさが変えられます。大球を採るには１カ所に１球を深めに植え、小球を沢山採るには１カ所に3球程度を浅めに植えます。
●高温多湿の環境を嫌います。また、特に水やりをする必要はありません。

タバココナジラミ ハウス周囲の除草 立枯病　地際部 立枯病　摘葉跡
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図1　作型目安

植え付け 収穫追肥・中耕・除草・土寄せ

実は本来のエシャロットは別物！？

本来のエシャロットは、フランス料理などに使われる、ニンニクのような風味をしたタマネギの仲間です。
一方、日本では、土寄せを多めにして葉鞘を軟白させた「根ラッキョウ」のことをエシャロットと呼んでおり、本来のエシャ
ロットとは別物なのです（混同しないように、この根ラッキョウをエシャレットと呼ぶ場合もあります）。
エシャロット専用に販売されているラッキョウ種球もあります。軟白にするには、収穫の１～２カ月前に十分に土寄せをし、
１１月～４月の葉が軟らかい時に収穫しましょう。

収穫適期の目安
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